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　酒 造 米 の 研 究

　酒造米研究の 現況 は，（1）古米 ，   白米水分と吸水 ，

C3）米粒構造，細胞壁 の 役割，｛4）脂質 と そ の 役割 ， リパ

ーゼ の 効果 ， （5）蒸米 の 溶解機構，とい っ た とこ ろが中

心 で あ る．

　（1） は難波 の 記述がある の で省略す る．1，

　  　自米水分 と吸水 ： 野白と熊谷
s｝ は白米の 水分含

量 に よ っ て 吸水率が非常 に 変化す るが ，そ の 関係 は勾

配約3 の 直線で ある こ とを見 い だ した・そ の 後，詳細

な観察検討か ら ， 米が乾燥して くる と水に 浸漬した時

に 細胞壁 に ひ び割れ が 生じ， こ れが直線的 に 吸水率を

過大 に す る 原因で あ る こ と が わ か っ た ．n） 現場 で こ の

過吸水を防ぐ方法と して白米の 水分を調整するとよい

こ とと， そ の 具体的方策を 示 した。高度 に 精白した 自

米を15％前後 に 水分調整す る と ， 限定浸漬法 を と らず

に 適 正 な 吸米歩合の蒸米を得る こ とがで きる ．ρ

　｛3〕 蒸米の 「老化」 （糖化率 の 低下 ， デ ン プ ン の 老

化 で はない ）や蒸米 の 溶けに細胞壁が 関与 ：米 の 胚乳

細胞壁は製麹中に 麹菌糸に よ っ て 消失する が ， もろみ

中 の 蒸米 で は デ ン プン の み が 溶けて ，壁はそ の まま残

る．S）
米粒 の 消化性 は 品種に よ り差が 見られ る が ， こ

れを粉砕すると差が な くな る．e， 米粒へ の 酵素の 浸入

規制もあ るが，細胞壁 の プ ロ テ ィ ン ボ デ ィ の 影響があ

る．T）

　（4） 脂質の 役割 ：不飽和脂肪酸 は発酵で の エ ス テル

生成を 抑制す る が ， 飽和酸 は促進す る．SJ 精米 に よ り

脂肪酸は 急減 し，
エ ス テ ル 生成 に好条件と な る・リパ

ーゼ を米 の 浸漬中に 働か せ ， 生成す る脂肪酸を蒸 しで

揮散 させ る ア イ デ ィ ア が実施され て い る．

　   　蒸米 の溶解 と酸性プ ロ テ ア
ーゼ ：α 一

ア ミ ラ ー

ゼ が蒸米に吸着 され 不活性 に な る こ と は以前か ら知ら

れ て い るが ，酸 性プ ロ テ ア ーゼ は こ の 吸着を 解除す る

作用をもつ ．9 ｝ もろ み 中で の 蒸米 の 順調 な溶解 は，酸

性プロ テ ア
ーゼ の 共存 で α 一ア ミ ラ ーゼ が無効吸着さ

れ ず，デ ン プ ン に 作用 しグル コ ア ミ ラーゼ の 基質を提

供 し， ひ い て は発酵の増進とい う結果 に な る．α
一
ア ミ

ラ
ーゼ の 吸着部位は タ ン パ ク質との 考えが強 い が，今

後 の 課題 と して 興味深 い ．f，
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7）布川，椎木 ； 醸酵工 学t58 ，10 （1980）．
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）

　過 酸化水棄の 代役 は あ るの か

　本年初頭 （1 月11日）毒性が問題 と な っ た過酸化水

素 （HaOs）は ， 従来合成殺菌料と して 残存量が 規制

さ れて 使用が 許可 されて い た （うどん ， は ん ぺ ん、か

まぼ こ ， ち くわ で は 100ppm 以下 ， その 他 の 食 品 で

は 30ppm 以下）．一
方，1960 年頃 よ り紙 ， プ ラ ス チ

ッ クな どよ りな る フ ィ ル ム 包装材料を用い る 無菌包装

工程にお いて ，包 材表面の殺菌剤と して も利用されて

きた・2 月20日厚生省は 「使用を認め るが，食品中 の

残留濃度はゼ ロ 」 と い う新基準を告示した・こ れ に よ

っ て 食品殺菌剤 と して H202 の 使用は 不可能となり，

こ れ に 代わ る保存技術確立 が 要求 さ れ て い る し，包材

の 殺菌 に おい て も H ，Os に 代わ る方式の 検討が さ れて

い る．しか し前者の利用分野で は ， と くに 生 ・ゆで め

ん で は 今直 ち に こ れ に 代わ る方法 は な く，結局 は 製造

工程全般 に わ た る微生物管理 に よ る保存性向上 を計 ら

ざ るを得な い （低温保持 ， 製造環境の 洗浄殺菌， pH

調整，加熱殺菌 な ど）．1，

　包材表面 の 殺菌は HsOs 　15％以上 の 高濃度 の 溶液中

に 包材 シ ートを通過 させ た り，あ るい は 30％ 溶液を

表面に 塗布 し，成形あ る い は 製袋過程に お い て 加熱処

理 を行 い ， 殺菌効果 の 向上と H202 溶液 の 蒸発除表を

計り， 食品を 充て ん ， 密封す る方式が採用 され て きた

（テ トラパ ッ ク， ピ ュアーパ
ッ ク，プ ラ イ ム パ ッ クな

ど の方式），し か し微量 の HsOs の 残留 に よ る食品成

分の 酸化 （例え ば果汁中 の ビ タ ミ ン C の 酸化），作業

衛生上 の 問題な どが 従来 か ら指摘 され て きた ．こ の よ

うな包材 の 連続殺菌法と して は次の 3 つ を挙げる こ と

が で き る．そ の 1 は すで に Thimonnier 　et 　Cie で開

発 ， 実用化 されて い る もの で，Sj　95 ％ エ タ ノール 処理

と紫外線照射との 組み 合わせ に よ るもの で あ る．こ の

方法 で は 積層 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を ア ル コ ール 浴に

最低20秒間浸潰後，強力 な 紫外線照射 （10 皿 V で 30秒）

を行 い ， フ ィ ル ム 表面の エ タ ノール は殺菌灯 の 温度上

昇に よ っ て 蒸発 させ る よ う に し て い る．そ の 2 は ，

HsOt ， 紫外線 ， 加熱の 三者併用で あ っ て ，　 Bacillus，

Clostridi“ m 　15ec株 の 胞子を用い て それ ぞ れ の 組み合

わ せ 効果が検討 され，HsOs 　1〜 2．5g ／100　ml に 浮遊 さ
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せ た胞子 を 5．5cm の距離か ら紫外線 30秒照射し，次

い で 85℃ ，60 秒 加熱 処理 す る こ と に よ り99．99〜

99・9999 ％ の 死滅率が得 られて い る．s｝そ の 3 は強力な

紫外線ラ ン プ の 利用で あ っ て ，Brown 　Boveri　Corp．で

開発 され た ．1⊃ こ れ に よ れ ば B．stearethermoPhilUS ，

B ．Sμbtilis胞子，　 A ．　 niger 分生子，　 P．　frequentans

分 生 子 は 1 〜 2 秒 照 射 に よ り 10−s−v107i
，
　 Saceh．

cerevisiae
，
　 R 。　graminis で は 0．5 秒 照 射 で 10−5 低

下 す る結果が示 されて おり， フ ィ ル ム の 連続殺菌 の 可

能な こ とが 明らか に され て い る．l」

　以上 の ほ かさらに 最近 ， 塩酸 の 蒸気 に よ っ て ガラ ス

や熱に弱 い 食品容器表面上 の 細菌胞子などが短時間に

殺菌で き る こ と も報告 さ れて い る．V

1）柴田 ： ジ ヤ
パ ン フ ー
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3）Bayliss，　C．　E．，　Waites，　W ．　M ．：　FEME 　Microbiolog丿

　 Letters，5r　 331 （1979）；Bayliss
，
　 C．　E．

，
　Waites

，
　W ．

　 M ．：ノ．APPt、　Bact，，　47，　263　（1979），
4）Maunder，　 D．　 T ．： Foed　Technol．，31，36 （1977）；

　 Cerny，　G．： Verpackungs−BunClschan
， 28， 77 （1977）．

5）Muys，　 G．　T．，　Rhee，　R ．　V ．，　Lelieveld，　H ．　L．　M ．；ノ．
　 Appt．　Baet．，45，213 （1978）；Lelieveld，

　 H ．　L，　M ，，
　 Van 　 Eijk，　 H ，　 M ．　 J．：ノ．　 APPI．　 Bact．

， 4T，
121

　（1979），

（阪 大 ・工 ・醸酵 ・芝崎　勲）

　固定化系 を 用い る有機溶媒中で の 酵素反応
一

ス テ

　 ロ イ ドの 変 換

　酵素反応を よ り有利に行うた め に ， 酵素あるい は微

生物菌体 を固定化して 使用す る 研究が 盛 ん に 行わ れ ，

既 に こ の 方法 の
一部は工 業的に 実施され て い る．

　一方，通常の 酵素反応は水溶媒中で 行われ て い るが ，

もし，有機溶媒中で も行 うこ とが で きれ ば，酵素の 用

途 は さ らに 拡 大す る もの と思われ る．しか し ，
一般に

酵素は有機溶媒中で は不安定で 失活 しや すい とい う欠

点が あ る・も し ， 酵素 を 固定化す る こ とに よ っ て，そ

の 安定 性が 増 大 すれ ば 有機溶媒中で の 酵素反応が 行え

る可能性が あ る．こ の よ うな考えの もとに ，最近，水 に

溶 け難 い ス テ ロ イ ド類の 変換反応 を有機溶媒中で 固定

化微生物に よ っ て 効率 よ く行 う研究が ， 京都大学工学

部工業化学科福井研究室から相次い で 発表 され た．1’fi）

　検討 され た ス テ ロ イ ド の 変換反応 は次 の よ うな も の

で ある．（D ス テ ロ
ール 類の 対応す る 3一ケ トス テ ロ イ ド

へ 変換する 3β一脱水素反応 ， aDエ ス トラ ジオール ，テ

ス トス テ ロ ン な どの 17β一脱水素反応，  4一ア ン ドロ

ス テ ン ー3，17一ジオ ン ，17−0一ア セ チ ル テ ス トス テ ロ ン ，

テ ス トス テ ロ ン な どの △
’一
脱水素反応．こ れ らの 反応

に 関与す る酵素系を備えた 微 生物 と し て は Arthro・

bacter　 simPlex
，　 Nocardia　 rhedocro ＃ S な どが用い

られて い る．

　 こ れ らの 菌体 の 固定化は，同研究室で 開発 された 光

硬化性樹脂、ウ レ タ ン樹脂を用い る方法 で 行われた，

光硬化性樹脂の 場合に は ， ポ リエ チ レ ン グ リ コ ール 誘

導体を用 い る と親水性 の 樹脂とな り， ポ リプ ロ ピ レ ン

グリコ
ール 誘導体や ポ リブ タ ジ エ ン 誘導体を用い る と

疎水性の 樹脂 と な る ・ウ レ タ ン 樹脂 の 場合 に は，ポ リ

エ チ レ ン オ キ シ ドの 含量を変 え る こ とに よ っ て親水性

を 調節す る こ とがで きる．

　こ の よ うな物理化学的特性 の 異な っ た樹脂 に よ っ て

固定化 した微生物を用 い て ， ス テ ロ イ ド類を種 々 の 有

機溶媒中で 褒換 させ る検討が 行われ た ．そ の 結果 ， 微

生物固定化用 の 樹脂 の 疎水性お よび 親水性 ， 網目構造

な どが 酵素活性と そ の安定性 に 大きく関係す る こ とが

明 らか に され た．ま た，基質あ る い は 反応生成物 の 微

生物固定化用樹脂 と外部の 溶媒 との 間の 分配係数 の 違

い も反応速度に 大 き な影響を及 ぼ す こ ともわ か っ た．

従 っ て，基質と反応生成物の 物理化学的性質，溶媒 の

物性な どを 考慮 して 適 当な 固定化用の 樹脂 を選べ ば，

有機溶媒中で も酵素反応 を効率 よ く行え る 可能性が示

唆 され た。
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（田辺製薬 ・生 化研 ・千畑
一
郎）

　 Biogas 　Production

　1973年 の 石油 シ ョ ッ ク以来 ， 各種 の 石油代替エ ネ ル

ギーの 研究が 進 め られて い るが ， こ の 中で もメ タ ン 発

酵 に よ る biogas　production は有望視され るもの の 1

つ で あ る．

　通産省 のサ ン シ ャ イ ン 計画 の 調査研究
1）

に よ る と，

わ が 国に お け る有機系廃棄物 の メ タ ン 発酵 の 対象と な

り う る もの は ， 家畜廃棄物 ， 都市ご み ， 都市下水余剰
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